
商業部会

研究主題 「授業改善に生かす評価と指導の在 り方」

1主 題 設 定 の 理 由

教育課程審議会の答申 「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の在 り方について」(平成12年12

月)で は、(1)f生 きるカ」をはぐくむ こと、 ② 目標に準拠 した評価の重視(個 人内評価を工夫す ること).

(3)指 導と評価の一体化 ・評価方法の工夫 ・学校全体の取 り組み とすることの3点 を基に、評価の基本的な

考え方 を示 した。これを基に 「東京の教育21」 研究開発委員会では、平成13年 度には 「評価」に主眼を置

き、「関心 ・意欲 ・態度」「思考 ・判断」 「技能 ・表現」「知識 ・理解」の各観点に基づ く評価規準を作成する

など評価の在 り方にっいて研究開発 を行った。また、平成14年 度にはその評価規準を活用するとともに評価

方法と指導の手立てについて 「ビジネス基槌jを 中心に研究開発を行った1、

今年度は、新学習指導要領の実施 を踏まえ、「授業改善に生かす評価 と指導の在b方 」として、平成14年

度に取 り上げた 「ビジネス基礎」からさらに広げ、「簿記」 「情報処理」「課題研究」(商 業技術 ・CM作 成)

を中心に、各科 目の中で青てたい学力について研究 し、学力を身にっけさせるための指導法とともに評価結

果を活用 して学習の到達度 と授業における指導法の改善について研究 した。

また、研究授業を通 して、それぞれの科 目についての学力を実証 し、実際に評価の観点に基づいて生徒を

評価することによって、学習の到達度 から今径の授業の学習内容や学習の方向性、指導法の改善にっいて検

討 した。

皿 研 究 概 要

今年度の商業部会では、昨年度の 「ビジネス基礎」に加え、商業教育の基礎的 ・基本的科目である 「簿記」

r情報処理」にっいて、また、問題解決能力や 自発的、創造的な学習態度を育成する課題研究の中から、作

品制作分野の 「商業技術」「CM作 成1を 取 り上げ、それぞれの 「育てたい学力 とは何か」について研究 し、

学力を身につけさせるための具体的な指導法を研究 した,な お、「簿記」については、授業等の関係か ら実際

の授業研究は 「工業簿記1で 行 うことにした.■

学習の到達度については、「年間指導計画の作成→評価規準に基づく評価項 目の作成→研究授業による評

価の実証→授業評価→授業改善」とい う一連の流れの中で、評価規準に基づく評価を通 して学習の到達度を

把握するとともに、教員の自己評価だけでなく、生徒による授業評価(生 徒自身の授業参加への自己評価を

含む)も 活用 しながら、分かる授業の改善に資する指導法の研究を進めた。

研究の成果を実証するために、5つ の科 目すべてについて研究授業を行い、検討を重ねた評価項 目によ り

評価を行った。その過程で、それぞれの科 目の 目標や指導形態の違い、さらに生徒の到達目標設定の違いな

どがあ り、評価方法や評価観点の選択 ・配分の違いが明 らかになるとともに、評価規準および評価項 目の作

成上の課題や工夫が明 らかになった。本研究では、それ らを改善 ・精査することにより日々行われている授

業に即 した具体的な評価方法の検討、評価規準 ・評価項 目の作成、指導法の改善を目指 した。

以下の章では、それぞれの科 目で実施 した研究授業における評価規準 ・評価項 目・重点評価観点 ・評価及

の実施 と分析 を中心に考察を進めてい くことにする。

なお、評価項 目の表に使われている記号は、重点的に評価すべき観点を◎で示 し、付加的に評価できるも

のをOで 示 したp

一123一



皿 各 科 目に お ける研 究 成 果

1研 究授業報 告一 「ビジネス基礎 」

(1)

②

③

{4)

(5)

研究授業実施校

研究授業実施科目

授 粟 単 元

単 元 の 目 標

単元の求める学力

A商 業高等学校 第1学 年

rビジネス基礎」2単 位

売買に関する計算(5時 間目/14時 間)

・ビジネス基礎における計算事務分野の基礎知識を習得させる。

・計算用具(電 卓 ・そろばん)の 使用方法について理解している.

・伝票集計のような実務的な計算についても触れ、社会に出てか らも役に立つ

技術を身に付けている。

・ビジネス計算などの ビジネスに関す る特別な問題 も理解 し、自ら解答できる、,

(全商珠算 ・電卓実務検定3級 程度)

(6)単 元の評定規準

関心 ・意 欲 ・懸度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

売買取引を行 う上で、 売買に関す る各種 の 数の表示方法 と亮買 売買に関する各種の

数 の表 示方法 と売買に 計算について、適切な処 計算に関する基礎的な 計算に対する基本的な

関す る各種 の計算に関 理ができ正 しい解答 を 知識と技術を身に付け、 計算式や方法を理解 し

心を持ち、自ら進んで計 導き出す判断ができる、 売買に関す る各種の計 て い る。

算 した り、確認 しよ うと 算を的確に処理できる.

す る。

(7)評 価項目の選択と配分

内 容 関心 ・意欲 ・態度 思 考 ・判断 技能 ・表現 知誰 ・理解

計算用具の操作 O ◎

一

売買に関す る計算 ⑥ o

課題提出 @ o
一 一

(8)本 時の重点課価観点

内 容 関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判 断 技能 ・表現 知識 ・理解

導 入

(計算練習)
o ⑨

展 開

(仕入原価 と売価)
◎

ま とめ

(確認テ ス ト)
o

一

:
◎

一一 一

(9)評 価 の実施 と分析 につ いて

本時においては、授業に対する意欲を高めるため、授業の導入時にて構成比率を含めた簡単な計算問題

を実施 し、以下の結果を得た,

計算練習(5分) 正答率6L3%構 成比皐解答率6.501e(1学 期 中に説明済み)

す べてが解答でき、正解 した生徒は1名 のみ であったnこ のことか ら、以前 に説 明 した構 成比皐の解答

方法 につ いて も、「継続的 に指導 していかない と、生 徒たちが積極的 に取 り組む ことがで きない、」 とい う

こ とが分 かった。
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次 に 、授 業の展開時に思考 ・判断の観点 からプ リン トを活用 して、原価 ・定価 ・売価の関係 及びそれぞ

れ を計 算す るた めの公式な どを説 明 し、集際 に例題 を解答 させた。そ して、授業のま とめ時に正 しい公式

を選択 し計算がで きるかを確認す るためのテス トを実施 した。

lO分 間で行 う碓認テス トの問題 は、①代価、②仕入原価 、③ 定価 、④定価 ⑤売価 の計算の5つ の設問

で構成 されてお り、公式に数値 を当てはめただけでは、計算で きない問題 も載せてみた。

それ ぞれ の問題の正答率は、①22.8%、 ②28.6%、 ③54.3%、 ④45.7%、 ⑤57.1%で あ り、誤答の例 と

して は 、次の よ うな ものがあった。

1.1Sk`に う き¥4,500の 商 晶 を.290k艦 口 亮 した.代 偶 性 い く らか.

「u¢4a't5" 一岬`1 ,Fe・K'9・9f」5〃 睦95
,多 σ。

④

4励 。メ 斡。こ8男 卿

29・x半

答冷 恥 ・

.2『ZOOOW

⑤

◎

④ と㊥ の例のように式は合っているものの、電卓の小数点スイ ッチの設定 ミスによる計算間違いの生徒

が28.6%も お り、「計算の途中で端数の生じるような問題に対 しての対処ができない。」、「電卓で計算を

したことにより誤答に気付かない。」などの生徒が多数いることが分かった。さらに、◎ の例のように習っ

た公式を用いずに違 う計算方法で解答を導き出した生徒もわずかではあるがいることが分かった。

また、白紙答案の生徒のコメン トには下記のような意見を記入 されていた。授業内容は概ね理解できた

が、す ぐに応用できない生徒がわずかながらおり、繰 り返し反復練習 させることの必要性を再認識できた。

評 価 票
静 価 項 目 自 己 騨 価

1 童体的に侵桑ω既明セ闘いて敢り艦蝕 こと潜で割 ≧ ・(『 ＼ 。

2 ■闇を最養睾で仕上げること瀞で■た ・(葦 ～ 。

3

一 一

本 日の自己鐸点 〔竃融 ・趨錦度)を してく紀さい ・魁 ・
一 一 一

9'tic'言 舌 、ま 閉 、1て る){・]tSKtこi'x† ヒ・'

理 瞬 ご き な 」、G

なお、評価票のそれぞれの結果を集計 してみると、

1.A65.6%

2.A51.3%

3,A50.0%

B31.3%

B37,5%

B40.6%

C3.1%

C9.4%

C9,4%

となってお り、必ずしもテス トの結果 と自己評価が一致 しないことが分かった。評価にっいては、自分自身

に甘い生徒、厳 しい生徒の両者が存在することも分かった。また.こ の評価票3の 項目の評価からは、生徒

自らの授業評価 として礁認でき、教師側の授業改善へのヒン トをつかむことにもなった,

さらに、知識 ・理解の観点からは、やはり、教師一方向での授業では、「生徒たちが理解しているのか。」

とい う確認が しづらい状況ではあるが、評価票やテス トの実施を毎時間取 り入れることにより、生徒の意見

が教員に届き、教艮 自らの授業改善につながるための大きな道標になるのではないかと思われる。
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2研 究授 業報告 一r簿 記 」

(1)研 究授業実施校B商 業高等学校 第2学 年

(2)研 究授粟実 施科 目 「工業簿記」3単 位

③ 授業単元 個別原価計算(2時 間 目/11時 間)

「製造間接費の実際配賦」(1時 間 目/3時 間)

(4)単 元の 目標 ・個別原価計算における製造間接費の配賦の重要性を理解させる。

・製造間接費の実際配賦の意義を理解させる。

・実際配賦額の計算方法について理解 させる、

(5)単 元の求め る学力 ・製造間接費の配睡の重票性について理解している。
・金額の按分ができる。(配賦率の計算と配賦額の計算)

耳電卓をたたく」、「そろばんをは じく」など自分でやってみることができる。

(6)単 元の解価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

製造間接費の意味、配 金額の按分の仕方 と 自らの考えをまとめ 配賦 率の計算 と配賦

賦率 ・配 賦額の計算を、 配賦の意味を考 えてい る ことが できる. 額 の計算を理解 してい

自ら進んで理駕 しようと る 、, 正 しい計算式をたて る 。

す る 。 配賦串の算出の意味 るこ とが できる、 製造間接費の実際配

練習問題に積極的に取 を考 え る ことが で き 賦の計算方法を理解 し

り組 んでいる, る 。 で い る 。

(7)評 価項目の選択と配分(各 授業)

本単元は11時 間の構成であり、内容は①原価元帳と原価計算表、②製造間接費の実際醐 武、③製造間接

費の予定配賦、④作業くずと仕損 じ、⑤部門別計算(部 門費配分表→部門費振替表)、⑥製造部門費の予定

配賦である。簿記の学習では、この11時 間を 「導入→展開→まとめ」に分けることは難 しく、前時までの

授業の理解に立った うえで、毎回の授業で学習する内容を重ねていくことになる。そのため、毎回の重点

項 目は同じ内容になってしまうことが課題である.

また、各授業時間での重点項目は、関心 ・意欲 ・櫨度を前提 とした知識 ・理解である。簿記の授業に関

心を示 し、意欲を持って前向きな態度で取り組むことが知識 ・理解につながっていく。付加的に発言を求

め、思考 ・判断、技能 ・表現を見ることも可能ではある。 しかし、発言内容はそれ以前の授業の知識 ・理

解の内容であることが多く、謀題の解答内容 も個性的な解答ではなく、知識 ・理解に基づいた画一的 な正

答を求めることが多い。そのため、発問について思考 ・Vl断を求める工夫が必要であるe例 えぽ、条件だ

けを提示 し、どの方法を選択して計算したかなど、思考 ・判断に基づく解答を導き出すための発問等の工夫が

課題である。

⑧ 本時の ■点評価観 点

本時の授業内容は、製造間接費の実際配賦における 「配賦率の算定」と 「配賦額の算定」の2点 がポイ

ン トであり、金額の按分ができるかどうかが重要である。評価の観点としては、関心 ・意欲 ・鮨度を前提

とした知識 ・理解が中心となる.学 習の到達度を確認す るための評価は、授業時の様子や提出プリン トを

活用す ることにより行 うこ忠ができた。また、配賦を学習する前に次のような簡単な例示で金額の按分を

行い、答 えさせることで思考 ・判断を評価す ることができた.
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く例題)

¥100

¥100をA・Bに 合理的 に配 分するには、い くらず つ分 けれ ばよいか.
→A¥① 特 に条件が ない場合

{-B,,雛1欝 撚 羅 灘 臨
④Aで は12時 間、Bで は8時 聞働いている場合

実際の配賦の方法を学習する前であったので、自由な発想のもとで金額の按分に対する生徒の思考 ・判

断を評価することができた,

また、生徒の自己評価 として授業で使 うプ リン トの最後には、次のことを記入 させた,

ま とめ

1.今 日の授業は理解 できま したかe{は い ・どち らともいえない ・いいえ)

2.理 解 しよ うとして前 向きに取 り組 めま したか.(は い ・どち らともいえない ・いい え)

3.そ の他 なにか あれ ば記入 して くだ さいp

生 徒の評価結果にっ いては、教務手帳には 、はい 「1」、どち らともいえな い 「2」、いいえ 「3」 と し

て 、1、2の 質問につ いて、例 えばrl1」 「21」f22」 と記入 した.ま た、3の コメン トが あれ ば内容 を メ

モす る よ うに した。

(9)評 価の実施 と分析 について

生徒は、自己評価を棄直に記入 している。授業の様子及びプ リン ト等の提出物か らみた①関心 ・意欲 ・

鮨度、②知職 ・理解 とほぼ一致 している。簿記の学習において中心的な評価項目であるから、この2点 に

絞った評価を実施 したeこ の2点 は、簿記では比較的評価 しやすい内容である.平 常の授業の他、定期考

査、小テス ト、課題、補習、いろいろな場面で硝認できる内容である。 しかし、反対に思考 ・判断及び、

技能 ・表現の2点 については、仕訳や記帳の正確 さが要求される簿記において、これまでほとんど検討 さ

れていなかった視点であり、簿記の授業では評価方法が難 しいと考えられる観点である.

この思考 ・判断及び、技能 ・表現の2点 をどのように見ていくかが、今後の簿記分野での課題である。

研究授業では、生徒への発問等を通 してこの2点 を見ることはできたものの、全体の中の一部の生徒でし

かない。すべての生徒の評価をす るための工夫が必要である。

簿記では検定試験 とい う一っの目標があるため、すべての授業で取 り入れるとい う訳にはいかないが、

思考 ・判断、技能 ・表現の2点 を取 り入れる授業を工夫 していく必要があるD例 えば、製品の原価計算を

させ るときに、「製造間接費は予定配賦するのか」、「実際配賦するのか」、また、「直接材料費法なのか」、

「直接作業時間法なのか」などの判断させるなど、いろいろな資料を例示しなが ら生徒に考えさせ、どの

ように計算するのかを自分で判断 して、生徒からいろいろな製造原価 ・解答がでるような課題 を与えるこ

とが考えられる。あるいは、配賦の方法も既存のものではない新 しい発想のものが出てくるかもしれない。

製造原価の算出には、関心・意欲 ・態度は必要であるし、各種方法の知識・理解の上に立ち、fどのように■■」

という思考 ・判断に基づ く解答が求め られる、生徒力!正しく解答を導 くためには何が必要なのかを考える

ことにより、見やす く分かりやすい帳票づくりのための技能 ・表現につながるものと考える,、簿記におい

て、思考 ・判断を求めるのは、「考えさせ る」という重要な要素があり、「考えさせる」授業は本来のある

ぺき授業の姿である.資 格取得とともに 「考えさせる」授業の展開を工夫 していくことも大切である。そ

して、思考 ・判断及び、技能 ・表現を見ていくための工夫が、新学習指導要領において求められてい る会

計 リテラシーの育成にもっながるものと考える。
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3

(1)

(2)

③

ω

(5)

研究授業報告一 「情 報 処 理 」

研究授業実施校

研究授業実施科目

授業単元

単元の目標

単元の求める学力

C商 業高等学校 第1学 年

「情報処理」3単 位

デー タベース関数の利 用(2時 間ff/5時 間)

表計算 ソフ トのデー タベ ・一ス関数 を使 って、デー タ処理 を行 う。

・課題に対 して、すでに学習 した操作方怯および知識をもとに 自分で解決で きる.

・課題の意味 を理解 し,適 切 に処理する方法 を自ら考え判断 しようとしている、,

・課題 に対するデー タベース関数を用いた集計処理について、正 しく理解 している,

・表のデータを、 目的に応 じた形 式に、分か りやす くグラフを用いて表現 できる.

(6)単 元の評価規準

関 心 ・意 欲 ・態 度 思考 ・判断 披能 ・表現 知識 ・理解

デ ー タベ ー ス 関 数 に つ 例題に対 して,自 ら処理 表の形式および体裁 を デ ータベース関数の基

いて関心をもち、能率的に できる条件を考え、基礎的 見やすいように設定し、デ 本的な知諏を身にイ寸け、操

処理することを 自分で考 な技術を用いて、合理的な 一 タを も とに して
,適 切 な 作方岳を理解している、

え、進んで取り組もうとし 処理を行 うことができる, グラフを作成できる,

てい る。

(7)評 価項 目の選択と配分

内 容 関 心 ・意 欲 ・態 度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 「理解

取組状況 ・関心度 ◎

データベース関数の理解 o o ◎

課題提出 0 ◎

(8)本 時の重点評価観点

指 導 項 目 関心 ・意 撒 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知謹 ・理解

導 入 本時の授業内容の説明 ◎

展 闇

例題実習の処理条件に従って、

作業させる。'(復習)
o ◎

一 ■

デー タベ ・一ス関数 の利 用
古

o
昏

一 幽 甲一 〇 ■唱,,

一 一 一一 一

-響

.

由暫L.一 ■…

◎

グラフの作成 o ◎
-暫 ヤ'「.■ 「.

一 一 昌 」』 一一 一一 一 一 凸一 一

◎本時の単元についての確認問題

,早 ヤ

o
L' 一

ま とめ 自分 自身の評価 @ o 1

(9)詳 価の実 施 と分析 について

ア 観点別評価の実施と課題

教員が約40人 の生徒を毎時間の授業で4観 点を評価 していくことは、大変鑑 しいことである。しか し、

正 しい解答か、正しくない解答かとい う視点だけで生徒に課 した課題の結果か ら評価するのではなく、

結果を導 く過程でどのように考えたのか、また、表現方法などを評価に結びつけていくことが大切であ

る。評価については、教員側だけでは十分にすべてを把握す ることは難 しい。そ こで、生徒による自己

評価粟を参考にすることで、全体的な評価をすることができた。

今回の実習問題の取組状況を、教員側か ら評価 した結果は、次の通 りである,
.-tWtfiMiR輌 「一一一 一
=

二

炉
蜘
二

酷 方 ㊤竃■■

L.
髄 巴嘔己コ楢
牌

静 価 の 仕 方

"3"=裸 題 をす ぺ て 処 理 した
.、

"2曾 ㌔ 本 時 の 単 元 に つ い て 処 理 で きて い る
。

"1"
1本 時の単元 につい て理解 で きず 、処 理で きて いないn
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結果か ら、 「本時 の単元 」(デ ー タベース関鋤 の処理について、約9割 近 い生徒がほ ぼ理解で きて い

る と考 えることができる(「 知識 ・理 解」),し か し、今まで学習 してきた ことが 、実習 に括用で きてい る

か とい う視 点(「 思 考 ・判断」 「技能 ・表現J)か ら考 えると、約6割 程度 の達成状況で あるe

情報 処理 の授 業では、デー タに対 して どのよ うに行 えば効 率的 に処理 できるのか を考 えさせ 、試行 錯

誤 せ る ことに より技術が身 に付 くこ とが改めて確認で きた。

イ 生徒 によ る自己評価の分析

実習 問題 として、以下の処理条件 に したがって、表 とグラフを完成 させ る謀題 に取 り組 ませ 、生徒に

よる 自己評価 を行 った,な お 、紙面の都合上、闇題の表は省略す る。

処理彙件

1.週 問売上実績表の 「商品名」を適 当な閲敷を用いて表示す る。

2.週 閣売上実績 喪の 「亮 上金額 」を式 を用いて求め、単価 の フィー一ル ドとともに3桁 ごとにコンマ を付 けて表示す るd

3,駈 売員別集計表の 「亮上金額合計」・「売上数量平均」は、該 当す る販売員 の 「売上金額」・「敷量」 をもとにデー タ

ベ ース関教 を利用 して求め る。

4.各 表の体裁 は.各 自が見やす い ように般 定す る。

5.販 売員別 の 「兎上金額合計」を もとに して、グラフを作成 しなさい。

〈生徒による自己評価票～例～〉

科 目名

授業内容

情帽 処理

デー タベー ス関数

押 価 粟

挫 業 日 平成15年 月 日(

年 組 番氏名

曜 日 卿

評価項目 自己評価

1 全体的 に説明 をよく聞いて取 り紐む ことができた. 3・2・1

2 デークベース関数の操作について理解でき、蛤理す ることがで きた。 3・2・1

3

処理条件に したがって、最後 まで問題 を終わらす ことができた. できた ・で巻ない

で きなか った人のみ以下.記 入す る

①1処 理鮒1の 処理について1で きた ・できない

～ 一 部 省 略 ～

⑤1処 理条件5の 処理について で きた ・で き ない

4 本 日明)自己採 点{意 欲、運解度 を含 め}を して くだ さい。 3・2・1

O各 自、f自 己 評 価1欄 の 胴1(悪 い)・2tf通 〕・3〔 良い 〕"う ち 、1つO印 を付 けな さ い。

m騨 「"
'一 ¶ 〒國■ 置

〈下写真:畔 価票の記入 〉

〈生徒による自己評価票の集計結果〉

OP

萬

麗

m

人
融

Is

10

5

生 徒およ口 融 員 による評 価

o
①眼り勘 量敬 ②理艀痩 謝 度 ④自己評匪 敏趣調 僻価

師■項目

七

國

楽上記グラフの見方(① ～④の項目 生徒による自己評価}

教員が一律に評価することが難 しい

意欲 ・関心 ・態度にっいて、自己評価

票をもとにまとめた。その結果、教員

による評価と意欲 ・関心 ・態度の評価

項 目とがほぼ一致していることが分か

った.

こうした評価結果か ら、過去に学ん

だ関数等 について も反復的 に学習 さ

せる必要があることが分かった。今後

も教員 による評価 と生徒 の自己評価

の相関関係を見なが ら、評価の方法に

ついて一層工夫 していきたい、、
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4

(1)

(2)

③

(4)

研究授業報告一 「課題研究1」

研究授業実施校

研究授業突施科目

授業単元

単元の目標

(5)単 元の求める学力

D商 業高等学校 第3学 年

r商業技術」(商業デザイン)2単 位

広告の作成(5時 間 目/6時 間)

・効果的な広告を作成する

・作成 した広告を発表する

・他の生徒の広告を評価する

・企業活動における広告の意義や 目的の理解 している,
・広告作成のための効果的な表現能 力を身に付けている。

・他の生徒を評価する思考力を身に付けている。

・ワープロソフ ト操作の基礎知識(文字鱗り・図衰の挿入・印刷〕を身に付けている,

⑥ 単元の評価規準

関 心 ・意欲 ・態度 思考 ・判 断 枝能 ・表現 知識 ・理 解

広告の 目的や意義に 課題 としている題材 コン ピュー タを活 広告 の 目的や意義 を理

ついて関心を持ち、広告 を研究 し、その 目的 に応 用 し、効果的な広告 解 している。

の作成 に意欲的に取 り じた広告を作成できる。 にするための工夫が コ ン ピ ュ ー タ を 活 用 し、

込む ことがで きる. で き る 。 効果的な色彩表現ができ
る 。

(7)評 価項目の選択と配分

内 容 関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

広告の基礎 @ o

素材調べ ◎ o

作品制作 o @

発衰準備 @ o

発表 ・他者評価
1⑥

L

o

本単元全体 としては、作品制作が中心であ り技能 ・表現の観点が重点となるが、完成 した作品に対する

自己評価 と他者評価を組み合わせることにより各 自の思考 ・判断の観点も評価する。

(8)本 時の重点評価観点

本時は単元の中で展開の最後の部分であるので、特に作品制作への取り組み と効果的な広告となるため

の工夫がなされているのかを重点的に評価 していく,さ らに、それぞれの 「広告 自己確認表」をもとに発

表の準備を進め、ポイン トが整理 されているかを確認する,

(9)評 価の実施 と分析につ いて

ア 前時までの内容 と評価の流れ

広告の意義や 目的にっいて説明し、広告の作品例などを参考に広告に関するイメージを持たせた。広告

の効果に関す る理解 と広告に対する関心 ・意欲 ・態度の観点を重点的に評価を行うた。また、色の工夫や

文字の工夫などの方法を例示し、広告作成の前に文字や色のバ リエーションにっいて学ばせた,

広告制作のためには、題材 となる素材を十分に理解させる必要があり、インターネ ッ トなどを活用 して

「トマ ト」の特徴などを調べさせた,素 材について積極的に調べる関心 ・意欲 ・態度の面を重点に して、

さらに素材に関す る知識 ・理解の面でも評価を行 った。

広告の基礎的な知識 と素材の特微など調べた内容を基に、作品を制作させた。題材 を十分に研究 し、そ

の題材をより効果的に表現するために表現方法を試行錯誤し、表現方法に工夫が見られ ることが評価の基

準となる。また、単純な図表の挿入や文字の飾 りだけにとどまらず、広告の効果を検討 した上での表現が

求め られる。オ リジナルの作品制作であるので、技能 ・表現の面を重点 として評価 を行 った。
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イ 本時の内容と評価

前時までに作品が完成 していない生徒は、

作品制作の続きに取 り組ませた,完 成 した

生徒には 「広告自己確認表」(右表を参照)

を配布 し、ポイン トや工夫 した点などを考

えさせた。 さらに、工夫や強調力{必要な部

分について手直しをさせた。 自分の作品を

再点検 させることにより思考 ・判断の面の

評価を行った。また,他 者に見られる広告

であることを意識させ、作品に対 して一層

の工夫を促すことができた。

琳イン トの満足度4満 足

広告自己確認表

〔 年 組 番 名餉 」

3やや満是 2やや不満 1不 構

〔・分の作成・た広告のポイン
ト 〕

工夫点 の滴足度4満 是 呂やや溝足 2や や不満 1不 満

〔獺 上の二夫点 〕
作品全偉の満足崖4満 足 3やや満足 2や や不漕 1不 満

【反省お・ぴ改甑 〕

4

3

ウ
晦

評

価

1

4

3

ウ
」

評

価

1

10

-._」魎 魍 喪号

亡竺壁一豊佳自身の評価_「±1塾 奥里里廼」

]

23457臼ID

作 晶(生 徒)番 号

1十 生健自身の評礪 一禽一教■の評価1

3,作 品全体の満足度
1

4
1

評 窪
価2

9
1

1

2ユ く57日10

作 品(生 徒)暫 号一

+生 徒自身の評価+教 員の評価1
,__」

ウ 評価の分析 と今後の課題

生徒 自身 の評価(満 足度)と 教員側 の評価 の比較 を行

ってみた。fLポ イン トの満足度」では 、生徒 と教員 が

ほぼ同 じ評価 になった1.7「2,工 夫点 の満足度 」では、生

徒 自身 より教員側の評価のほ うが高くなった.こ の評価

の差は、生徒 がやや控 えめに 自分 自身 の工夫 を評価 した

ことと、生徒の オ リジナル性 を教員側 が より高 く評価 し

たためであ る,「3.作 品全体の滴足度」では 、生徒 自身

よ り教員側 の評価の ほ うが低 くなった。この評価の差 は、

生徒側 が工夫 した点 などを考 えて評価 してい るのに対 し、

教員側 はPOP広 告 と しての効果や全体 のバ ランスな ど

を考慮 して、評価 して いるところにあ る.広 告 としての

完成度 と して はまだ物足 りない部分 もあ ると考えられ る、,

上記の 「作品番号8」 と 「作品番号10」 で は、広告 と

しての効果は 「作品番号8」 の ほ うが高い。 「作品番号1

0」 はオ リジナル性や工夫した点などは十分に評価できるが、価格の表現が小 さいことや商品説明が多すぎ

るなどの点で、効果的な広告にはなっていない,今 回生徒 自身に評価させたことは、生徒の工夫を促す点で

有効なものであった。また、生徒 と教員の評価を比較することにより.評 価に対する見方の違いが明らかに

なった,さ らに、生徒が他の生徒を評価する他己評価も実施 してみたが、友人関係などの理由で正直な評価

ができないよ うであった。 しか し、各自が作品の発表を行 うことは、発表に備えて自分の作品を説明するた

めの準備をす ることで技能 ・表現の工夫を考えさせ、他の生徒の発表を聞くことで次の課題に対する関心 ・

意欲を喚起することになった。

一131一



5研 究 授 業 報 告 一 「課 題 研 究2」

(1)研 究授 菜実施校E商 業高等学校 第3学 年

(2)研 究授 業実施科 目 課題研究 「CM作 成」3単 位

(3)授 業単 元CM企 画(3時 問目/6時 間)

(4)単 元の 目標 ・各自の企画商品をグループで検討 し、作成するCMを 企画する。

・商品の特徴を理解するとともに、撮影方法や表現を工失 し、より効果的な

CMを 企画する。

・企画したCMを 分か りやす く発表する中で、資料作 りや表現能力を養 う。

・撮影に必要な小道具等の準備を計画的に行 う.

(5)単 元の求め るカ ・CMを 創 り出す創造力を身に付ける,

・グループ内での協調性を身に付ける。

・準備等に自ら取 り組む姿勢と企画力を身に付ける,

(6)単 元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

CMの 目的や 意義

について関心を持ち、

企画 に意欲的 に取 り

組むことができる。

商品の特徴等を理

解 し消費者にどう伝

えるかを考え、工夫

することができる.

企画 した商品のCMを

より効果的に表現 し、撮影

方法や表現を工夫 した作

品を作ることができる。

CM企 画の手順や 苦労

を理解 し、現在市場 に出

ているCM作 品の企画 を

分析することができる。

(7)評 価項目の選択と配分

内 容 関心 ・意欲 ・態度
1思 考

・判断 技能 ・衰現 知謙 ・理解

企画会議 ◎ o

発表準備 ◎ 0

*発 表会 o ◎

撮影準備 ⑥ O

(8)本 時の重点評価観点

内 容 関心 ・意欲 ・態度 思 考 ・…糊断 披能 ・表現 知識 ・理解

発表評価の説明 o ◎

発表者(資 料含む) o ◎

発表評価 @ o

質疑応答 o @

⑨ 評 価 の実施 と分析 につ いて

ア 前時までの内容と評価の流れ

単元の流れとしては、まず過去の作品や撮影方法の技術 ・工夫を説明 し、各グループでCM作 品の企画

を作らせた。グループ別の会議の中では、企画に対する発言内容で思考 ・判断に対す る評価を重点的に行

った。発表会のための準備では、「伝える」ことをどう考えたか(工 夫 したか)で 思考 ・判断の評価とした。

関心 ・意欲 ・態度の項 目にっいては、会議の中での発表者の決め方や、台本等の資料作 りに積極的に関

わったかどうかなど積極性や協調性を評価 したが、この授業においては、どの単元でも関心 ・意欲 ・態度

は大切な評価の観点なので、常時評価することを心鰍 ナている。特に、この授業のような作品制作分野に

ついては、関心 ・意歓 ・態度の評価にウエイ トが高くなる傾向がある、意欲を持って取 り組むことにより、

ここはどうしたらよいのか、こうするためには何が必要かなどを考え、考えることにより知識 ・理解ボ深

ま り、さらに新 しいことに気が付いてい くとい う流れができる。ゆえに教員側からすれば、いかに関心 ・

意欲 ・態度を高める授業を行 うことができるかが非常に重要なポイン トになってくる。動機付けをしっか

りできるかどうかでその単元の達成度が評価できる。作品制作であるから、意欲の上に作品に対する思考

や技能 ・表現能力が問われるが、評価 としては、意欲 ・態度に重点が置かれる。
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イ 本時の内容と評価

本時の内容としては、発表やそれに伴 う資料、また発表に対する質疑応答により表現能力の評価 と各班

の発表 を各自が評価する中での思考 ・判断の評価 とい う2点 のポイン トがある。

発表者については明らかに評価できるが、その手助けをしている生徒の動きなどをしっか り見ているこ

とが大切である。また、積極的に質問や意見を述べた者の評価も高くなる.発 表会形式ではどうしても発

表に関わる生徒の評価のみに偏 る可能性があるので、今回は各班の発表を評価する評価表を各 自に記入 さ

せることで、発表をしっかり聞く態度や、評価内容により思考 ・判断をチェックできるように工夫 した。

謀題研究 「CM作 歳」 企 薗 発 衰 会 審 査 基 準

審査 基準{各 項 目10点x5項 目=50点 で審査す る。}

① 企璽 内容 … 企画内容についての評価

(商島の コンセ プ トにあoた ものか/CM作 品と して独創 性があるかノ面 自そ うな作晶であるか!伝 わる ものがあ るか)

② 計画性 ・… 計 画が しっか り立て られて いるかの解価

(堰傭物が 」っかリリス トアップ されているか/分 担が しっか りできているか/日 程的に無理がないか/出 演者等の華伽浮されているか〕

③ 撮髭 工夫 … 撮 影方法が工夫 され ているかの坪 価

{独創的 な撮影方怯 を考 えてい るか/繭 品 コンセ プ トに にあった撮影方法で あるか)

④ 発寂 態度 … 当 日の発表に関す る評価

(作品のコンセプ トぷ理解できたか/内 容が聞こえたか!内 容が理解できたか/登 寝に工夫が見 られたか/資 料をうま く利用 していたか〕

⑤ 資 料 ・… 当 日配布 された資料 に関す る解価

・わか りやすい資料であったか ・賓料 に工夫が見 られ たか

企面苑表会 審 壷 用 抵
班

.3M組 番

〈 採 点 〉

① 企画内容 (lO・8・6・4)

② 計画性 (10・8・6・4)

③ 撮影工夫 (10・8・6・4)

④ 発表態度 (10・8・6・4)

⑤ 資 料 〔10・8・6・4)

合 計 点

〈 感 想 〉

① 企画内容

② 計画性

③ 撮影工夫

④ 発表態度

⑤ 資 料

ウ 評価の分析 と今後の課題

実際の生徒たちの評価結果を見るとぺ予想通 り準備段階での意欲の評価の高かづた班の発表が、発表態

度や資料において評価が高く、審査用紙の記入については、よく分析 して評価 しているものが約3割 、採

点のみのものが約1割 であづた。発表会の反省 ・感想においては他の班の内容を知ることが出来て参考に

なったとい う意見が多く、発表が素晴 らしかった班を基準 として、自らの班の発衰も分析 しており、今後

の発表会ではさらに工夫した内容が期待できるものであった。

今回、生徒を観点別に評価 してそれをもとに評定を出したが、今までの方法によるものとほとんど変わ

りはなかった。 これ は、教師 自身の生徒に対する評価を再確認する良い機会であったと思 う.た だし、毎

日の授業の中で観点別に生徒を評価 し、それを点数化していくことは作業量的にも時間的にもかなり難 し

い課題があることもわかった.今 後は、それぞれの授業でその学校の生徒に合わせた評価規準を作成 し.

評価を行 うことが求められている。そのためには、教科科 目ごとに共通 した基準で評価するなど様々な工

夫を考えることが必嬰である。
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Wま とめ

1各 科 目に お ける 研究 授 業 の 考 察

「ビジネス基礎」では、小テス トによって生徒の知識 ・理解を測るなどの工夫をした.小 テス トやプ リン

トな どで解答のみを求めるのではなく、式の立て方や思考の過程をはかれるものに工夫するととにより、多

面的な評価が可能になると思われ る。

「工業簿記jで は、従来か らペーパーテス トが評価の中心であり、4観 点すぺてを評価することは大変難

しい科 目である。その中で、授業のプ リン トを工夫 し、練習問題を基本から応用まで幅広く揃え、生徒への

発問とその答えや応用問題への取 り組み姿勢、プ リントの提出な どによって、多面的に生徒を評価す る手法

を とった。また、プリン トの最後には、授業内容に関する簡単な生徒への質問を盛 り込むなどの工夫を した。

「情報処理jで は、実習結果のみが課題 として提出されるため、他の科目に比べて、生徒の思考の過程を

把握 し、評価することが困難である。そこで、データベース関数を使わずに、同じ結果を出すにはどうした

ら良いのかを、生徒に考えさせるなどの工夫をした。

「課題研究」(商 業技術)で は、作品制作の過程から生徒の思考 ・判断や知識 ・理解を評価する必要がある。

そのためには、完成までのプロセス(試 行錯誤や工夫など)を 一人一人について見ていかなければならない、

観点に基づいて評価を十分に行 うためには、評価を行う生徒数は考慮する必要がある。

「課題研究」(CM作 成)で は、ダループに分かれての作品制作であったため、生徒のグループ内での役割

も踏まえて評価 しなければならなかった。個々の生徒を役割別に評価 していくことは大変困難なことであ り、

生徒を観察する優れた目が要求される内容であった。また、作品制作は長い時間を要するだけに、単元の ト

ータル として評価する必要がある。

2ま とめ

新学習指導要領への移行にあたって、各都立商業高校は、特色を鮮明に打ち出すために、個性的で独自性

のあるカ リキュラム編成を行ってきた.こ れまで柔軟性に欠けると指摘されることもあうたカ リキュラムの

内容を大幅に見直し、リーディングコマーシャルハイスクール構想をは じめ、総合ビジネス科の新設な ど新

たな試みを始めたところであるeさ らに東京都では、今年度180校 を超える都立高校において試行 してい

る生徒による授業評価を平成16年 度から全都立高校で本格実施することで、授業内容を見直すきっかけと

な り、授業の改善を図ることが期待されている。

このよ うな状況の中、「授業改善に生かす評価 と指導の在 り方」を研究主題 として、4観 点の評価を実際の

授業に取 り入れ、具体的な評価方法の研究を行い、さらに評価の結果を踏まえた授業改善の方法を研究 した。

観点別評価を導入する意義は、ペーパーテス ト等による知識 ・理解に偏ることなく、生徒の興味や関心など

か ら考えるカ、学ぶ力などを引き出すことにある。

4観 点に基づく評価の研究開発は、今年度で3年 目となる。昨年度の研究開発では、「ビジネス基礎」に

おいて、授業観察による評価を一定の基準で数値化 して評価し、ベーパーテス トだけでは計れない生徒の様々

な個性を適切に評価する方法が提案された。今年度は、この提案を踏 まえて 「ビジネス基礎」「工業簿記」 「情

報処理」「課題研究1(商 業技術、CM作 成)の5科 目の研究授業を通 して、より具体的に観点別評価の方法

を研究 した。商業科 目は多種多様であり、一元的な評価の基準を股けることは困難である,そ こで科 目によ

る評価の観点の違いや評価の重点 ・配分の違いなどを明らかにす るために、商業科 目の中でも特徴的な科目

を選び、各単元や各授業における観点別評価の方法を試行 した。

商業教育においても多様な商業科 目がある中で、それぞれの科 目の特徴を生かしつつ、生徒を多面的に評

価することが重要である。生徒にとって分か りやすい授業を行 うためには、個々の教員の能力向上が不可欠

である。今年度の研究開発が、今後の商業教育の発農に貢献できることを期待したい。
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